













京都大学大学院理学研究科 尾地和夫  
1996年11月30日  
京 都 市 防 災 会 議   
ま え が き  
1200年以上の歴史を持つ京都市は，過去に幾多の地震を経験してき  
ました。これらの歴史地震は，社寺や旧家に伝わる多くの古文書に記録さ  





として研究成果を御報告いただいたものです。   
このデータの収集，分析によりまして，京都市域の地震活動の性質が明  
らかになり，市域の活断層調査の進展と併せて将来の地震活動の傾向を予  
測するという長期的な予測の途が開かれました。   
京都市では，今後の地震防災対策を推進するに当り，この研究成果を基  




最後に，ご多忙にもかかわらず本研究に御尽力いただいた尾地先生に心   
から感謝申し上げます。  
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京都大学大学院理学研究科 尾池和夫   
1．はじめに   
京都市は内陸活断層の密集する地域にあり、過去数10万年の間続いている活  
断層の運動で形成された盆地にできた都市である‖ したがってこの地域には、規  
模の大きな地震が発生し、都市が強震動を経験する頻度が高い‖ そのような固体  
地球表層の地域的特徴と、それを形成する力学的なしくみを理解し、過去の活断  
層運動と地震動による表層の現象を把握し、京都市の地震防災対策を進める基盤  





れまで歴史の中では直下の大地震が知られていなかった．，   
日本の浅い大地震は、プレート境界での海のプレートの沈み込み運動によるマ  
グニチュード8クラスの巨大地震と活断層帯のマグニチュード7クラスの大規模  
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日本地震史料」をまとめた‖ これらには416年から1865年までの地震に関  




全部で40（）（）ページほどの原史料がまとめて読めることになった‖ この武者金  
吾の仕事を指導したのは、東京大学地震研究所の設立に尽力した寺田寅彦であっ  




















れ、そこでは本データベースの内容とその分析結果を発表した‖   
3．史料からわかる被害地震  









プレート境界である．－   
南海トラフの巨大地震の最初の記録は、684（天武13）年であるり伊予や  
紀伊の温泉が止まったり、土佐では田苑50余万頃（けい）（約12平方キロ）  
が沈下して海となったt、   
最近の南海トラフの巨大地震は、1944年と1946年に起こった．，合計9  
－5－   
回の南海トラフの大規模な活動が史料をもとにして今までにわかっている，，南海  
トラフの巨大地震は、東海道沖と南海道沖にほとんど同時期に起こる‖ 間隔は2  
年だったり・、ほぼ同時だったりするが、東に先起こって、西に後で起こる傾向が  
強いようである（，   
京都府下の地震では、701（大宝元）年に丹波の被害地震が記録されている．，  
地、震うこと3日、凡海郷という南北6．4キロ、東西2．4キロの舞鶴の沖の  
若狭湾内にあった島が海中に没して、山頂だけが海面に残った（｝ それが今の冠島  
と履島であると言い伝えられている〔，この地震が京都府での地震の最古の歴史記  
録である．，   
京都盆地に目立っ被害を出した地震の最初の記録は、827（天長4）年のも  
ので、M6．5から7．0と推定されている‖ 旧暦7月12日に起こった‖ 余震  
が翌年の6月まで続き、毎月の地震の回数もわかっているl，それ以来、183（）  
（天保元）年の大地震まで、大／ト取り混ぜ、ざっと数えて約50回以上の地震の  






きな地震を起こすことになる‖   
1995年1月17日の兵庫県南部地震（M7．2）では、京都市で震度5の  
揺れが記錬され、市のほぼ全域で被害があった．，それをきっかけに 、京都市の地  
震対策の重要性が一層深く認識され、市域の活断層の調査なども進みつつあるが、  
活断層帯の活動履歴を明らかにするためにも地震史料はきわめて重要な役割を持  
っている．，   






ー6－   
型車両も走らず、動力による工場の操業もなく、電車も走っていなかった‖ 静か  
に暮らしている役人や僧侶は、地震の検知能力が高く、今の気象庁震度階級によ  





方の記録は、震度分布を推定するのに大変役に立っ‖   
日本で最古の地震のカタログは菅原道真によって編集された‖ 図4－1は、そ  
の最初の部分である．、古来日本人の生活と地震は密接に関係しており、このよう  
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の出来事の一つであったと思われる‖   
その後も、南海トラフの巨大地震のたびに、数の大小の差はあ 
前から京都と周辺地域での有感地震の数が増えていることが、このデータベース  





域名を収録する作業を行った結果が、このデータべ－スにまとめられている‖   
5．近代の観測データ   
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そのまま収録したt，   
地震観測を行ってきた公的機関の歴史を見るために、例として京都と大阪の場  
























始した．，   
近畿の観測地点で比較的古くから有感地震の報告があるのは、京都や大阪のほ  
－11－   
かにも、和歌山1879年、橿原1897年、彦根1893年、宮津1900年、  
神戸1896年、などである．，また、岡山は1890年、徳島も1891年に設  



















余震活動によるものであった．，   









ー12－   
ードが収録された‖   
今後は、未発見の地震のデータを追加するとともに、特に大規模な地震の揺れ  
や被害の分布に関する情報を追加収集して、できるだけ震源地域を推定しつつ、  




い‖   
このデータベースは、地震学や統計学その他の多くの分野の研究者に活用して  
ほしいと思うt，データベースはテキストファイルで提供することができるので、  
必要な場合には、京都市消防局または監修者に連絡していただきたい‖   







に補った＝ 資料の不足からよくわかっていない地震も、上記の地域に関係がある  












－13－   
◇416年8月23日（允恭5年7月14日）遠飛鳥宮付近（大和）の地震：「日本書  
紀」に「地震」とあるのみし，被害の記述はないが、わが国の歴史に現れた最初の  








て土佐の船多数沈没。土佐で田苑50余万頃（約12kr詫）沈下して海となった‖ 南  
海トラフ沿いの巨大地震と思われる．，  









遥諸国で官舎破損多し‖ 津波あり、溺死者多数く－摂津の国で浪害が最もひどかっ  
た．，余震8月未まで続くl，南海トラフ内側のM8級の巨大地震とみられるl，  
◆9：う8年5月22日（天慶元年4月15日、M7）京都・紀伊の地震：宮中の内膳司頼  
れ、死4り 舎屋・築垣倒れるもの多く、堂塔・仏像も多く倒れる‖ 高野山の諸伽  
→14岬   





殿′ト破、東大寺の巨鐘落ちる．，京都の諸寺に被害があった‖ 近江の勢多橋落ちる．－  





◆11約年8月1ニう日（文治元年7月 9日、M7．4）近江・山城・大和の地震：京都、  
特に白河辺の被害が大きかった．、社寺・家屋の倒潰破壊多く死多数。宇治橋落ち、  
死1－，三井寺金堂回廊倒れ、比叡山でも被害が大きかったらしい．，琵琶湖の水北  
流し水位下がり、後日旧に復した‖ 田3町淵となる．，余震9月末までに約230回  
に及んだ，8月12日の余震も強かった‖  
◆1317年2月2′4日（文保元年1月 5日、M6．5～7）京都の地震：これより先1月  
3 日京都に強震、余震多く、この日大地農）白河辺の人家悉く潰れ、死5‖ 諸寺  
に被害、清水寺出火‖ 余震が5月になっても止まなかった（，5月半ばまで地震多  
し．，1こi17年2月22日の地震と併せて群発地震かt、  
□1こぅ60年11月22日（正平15年10月 5日、M7．5～8、津波）紀伊・摂津の地震：  
4日に大震、5日に再震、6日の六ツ時過ぎに津波が熊野尾鷲から摂津兵庫まで  
来襲し、人馬牛の死が多かった．，  
■1：i61年8月 二号日（正平16年6月24日、胴級、津波）畿内・土佐・阿波の地震：  
摂津四天王寺の金堂転倒し、圧死5‖ その他、諸寺諸堂に被害が多かった。津波  
－15－   
で摂津・阿波・土佐に被害、特に阿波の雪（由岐）湊で流失1700戸、流死60余，  
余震多数‖ 南海トラフ沿いの巨大地震と思われる．，  
■1498年9月20日（明応7年8月25日、M8級、津波）東海道全般の地震：紀伊か  




◇1510年9月21日（永正7年8月 8日、M6．5～7）摂津・河内の地震：摂津・河  
内の諸寺で被告、大阪で潰死者があった‖ 余震が70余日続くl，  
◆1520年4月 4日（永正17年3月 7日、M7以上、津波）紀伊・京都の地震：熊野  
・那智の寺院破壊‖ 津波があり、民家流失t，京都で禁中の築地所々破損した‖  
◆1596年9月 5日（慶長元年閏7月13日、M7．5）畿内の地震：京都では三条より  
伏見の間で被害が最も多く、伏見城天守大破、石垣崩れて圧死約5吼諸寺・民  
家の倒潰も多く、死傷多数，、堺で死600余，奈良・大阪・神戸でも被害が多かっ  
た．－ 余震が翌年4月まで続いた‖  










甚大＝滋賀唐崎で田畑85町湖中に没し漁家1570‖ 大溝で潰家1020余、死37t，彦根  





■1707年10月28日（宝永4年10月 4日、M8級、津波）五畿・七道の地震：『宝永  
地震』：わが国最大級の地震の一つ。全体で少なくとも死2万、潰家6万、流出  
家2万，震害は東海道・伊勢湾・紀伊半島で最もひどく、津波が紀伊半島から九  
州までの太平洋沿岸や瀬戸内海を襲った。   
津波の被害は土佐が最大り 室戸・串本・御前崎で1～2m隆起し、高知市中西部  
の地約20kn拍ミ最大2m沈下した（－遠州灘沖および紀伊半島沖で二つの巨大地震が  
同時に起こったとも考えられる‖   
近畿地方内陸部でも震害は大きく、潰家大和郡山で468、柳本690、奈良651，  
大坂では津波による橋や船の被害も多かったt，潰家500余～約1800〔約8千～  
1万6千世帯〕、死500余〔打たれ死3600～7千、水死1万2千〕‖ 落橋：う0～50‖   
徳島県下では波高5～7m、牟岐死1川余、浅川140余‖ 高知県沿岸では推定  
波高5～8〔25〕m、漁家約5千、流失家屋約1万2千、死者行方不明併せて約  
2800（．種崎では一木一草も残らず死700余、宇佐死400、須崎死300、久礼死  
100余．，   
瀬戸内海では、高松領内で漁家約950、円亀領内で413、福山（含輌）60などt，  
山陰では杵築 〈大社町〉 の潰家130が目立っが、ここは、1946年南海地震のとき  
も被害が目立った1，九州佐伯潰約100、推定津波波高約3m、流失約400、死2  




2m隆起‖   
この地震の激震地域、津波来襲地域は、安改元年11月 4日東海地震と、11月  
5日南海地震を併せたものによく似ている．，M8級の二つの巨大地震がほとんど同  
時に起こったのかもしれない．，  
◆1鋸9年8月 2月（文政2年6月12日、M7．3）伊勢・美濃・近江の地震：近江八  
ー17－   
幡で潰家82、死5‖ 木曽川下流では香取（多度町）で40軒全滅、金廻では海寿寺  
潰れ圧死70（、名古虚・犬山・四日市・京都などのほか、金沢・敦賀・出石・大和  
郡山などでも被害．，  
◆1830年8月19日（天保元年7月 2日、M6．5）京都および隣国の地震：洛中洛外  
の土蔵はほとんど被害を受けたが、民家の倒潰はほとんどなかった‖御所・二条  
城などで被宵，京都での死280＝ 上下動が強く、余震が非常に多かった。   
鳴動あるいは弱い前震で始まった‖ 上下動が強かったらしい．，京都や亀山 〈亀  
岡〉 で被害が多かった‖ 二条城本丸大破、御所破損、堂社仏閣・御殿・表通りの  
町屋の倒壊は少ない．，石垣・築地の崩れ、門・塀・端々の民家の倒壊多く、壁・  
瓦・庇の落下が多い‖   
西本願寺1尺ほど傾く‖ 愛宕山の坊2、3〔を残して〕崩潰‖ 京都で死28（）、  
地割れあり、泥噴出、宇治川通りの堤防割れる．，伏見で町屋の倒壊あり‖ 淀で城  
の櫓・石垣破損、領内で潰4‖ 大津で潰6、死1（．   
丹波亀山で崩家41、死4‖ 高槻・茨木被害なし．，出雲・美作で有感‖ 余震は非  
常に多く、翌年1月までに635回以上，  
◆1854年7月 9日（安改元年6月15日、M7．3）伊賀・伊勢・大和および隣国の地  
震：【伊賀上野地震】6月12日ころから前震があった（＿，15日 0～2時ころ本震、  
6～那寺ころ最大余震があったようだが、地域によっては、ほぼ同じように感じ、  
四日市付近などでは後者を強く感じたようである．，   
伊賀上野から奈良・l大和郡山にかけての地域で被害が著しく、伊賀上野町方で  
全壊460余、死130、郷方で全壊1400～1800、死460余、奈良で全壊約500、死  
6∩余〔こ川0余〕、大和郡山全壊約150、死120～130－，   
四日市でも被害多く、全壊300～400、死70～8（）、焼失60余、焼死約60（，木曽  
川、町屋川、朝明川、鈴鹿川などの土手に裂け目ができたり、沈下したところが  
多かったt，紀伊半島沿岸の住民は津波の心配をしたという‖   
木曽馬篭付近で往還を損じた‖ 宮津でかなりゆれ、広島有感‖ 上野の北方で西  
南西一束北東の方向に断層を生じ、南側の長さ約1km、幅約20（）mの地域が最  
大1．5m沈下したという．，木津川断層系から発生した地震と考えられる‖  
□185／1年12月2こぅ日（安改元年11月 4日、M8級、津波）東海・東山・南海諸道の地  












地震と津波の被害の区別が難しい．，   
死者数千、室戸・紀伊半島は南上がりの傾動を示し、室戸・串本で約1m隆起、  
甲浦・加太で約1m沈下した‖   
大阪湾北部で推定波高約2．5m、大阪で津波が木津川・安治川を逆流し、停泊中  
の船多数〔8千とも〕破損し、橋々をこわし、死者7（）0余〔約400、2千、3千、  
7千などの説もあり〕、，   
紀州沿岸熊野以西大半流失，紀州領（勢州領分を含む）潰破損家1万8千余、  
流失約鵬00、流死約700．．広・湯浅推定波高4～5m、併せて全壊約20、流失家  
屋300余、死約60．，紀伊田辺領潰25（）余、流失530余、死24‖ 袋港で約7m‖ 津  
波は北米沿岸に達した、，   
松山領で城中・町家・百姓家合計潰半潰約1500、丸亀で潰50．，加古川潰約80、  
広島で潰22、岡山町方潰半潰89、死1（、出雲杵築 〈大社〉辺で潰150、この地区  
は1707年宝永地震、19∠16年南海地震などでも被害が大きかった‖   
高知市付近は約1m沈下し浸水、上ノ加江付近で約1．5m、甲ノ浦で1．2m沈  
下、室戸岬で1．2m隆起．、〈和歌山県〉 加太で1m沈下、串本で約1m隆鼠，  
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◇1927年3月 7日（昭和2年、M7．3、津波）京都府北西部の地震：『北丹後地  
震』：被害は丹後半島の頚部が最も激しく、淡路・福井・岡山・米子・徳島・三  
重・香川・大阪に及ぶ（，全体で死2925、家屋全壊12584‖  
郷村断層（長さ18km、水平ずれ最大2．7m）とそれに直交する山田断層（長さ 7k  
nl）を生じたい 測量により、地震に伴った地殻の変形が明らかになった（，  
◇1936年2月21日（昭和11年、M6．4）大阪・奈良の地震：『河内大和地震』：死  




□1944年12月 7日（昭和19年、M8級、津波）東海道沖の地震：『東南海地震』：  
静岡・愛知・三重などで合わせて死・不明1223、住家全壊17599、半壊36520、  





－20－   
1451、焼失2598（、津波が静岡県より九州にいたる海岸に来襲し、高知・三重・徳  













るもの1．   
8．地震活動の時間的変化   
京阪神地域は、活断層のずれによって形成された盆地や平野に都市が発達した  
地域であり、活動度の高い活断層が密集する地帯である‖ したがって内陸のM7  
級の大地震の発生頻度は高い．，図8－1は被害地震分布で、○印が被害の分布か  
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M 5．8－9．9   
誓0   
6 0  
s O 
18 0  
図8－1近畿中北部の被害地震分布（800年～1995年）  
長方形の枠は図8－2のデータの範囲を示す。  
図8－2 京都盆地とその周辺地域の地震活動の時間的変化  
図8－1の大きい長方形内の地震の時系列  
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がわかるり また、被害地震が歴史上ある時代に集中したことはなく、全期間を通  
してほぼ平均的に発生してきたこともわかる（、ただし、上で述べたように、とき  
どき数10年にわたる静穏期があり、また地震活動の休止期間が長いと、そのあ  
との地震の規模は大きい傾向があることも、図から読みとれる‖   
有感地震のデータベース（表1）では、史料の記述をもとに震度を推定した．＿，  
京都盆地とその近辺での震度に関して、各震度階の地震の頻度を表8－1に示す．，  
また、累積頻度を図8－4に示す‖ 表8－1で震度0というのは、京都盆地とそ  
の近辺で揺れた記録の見つかっていない地震である．，  
表8－1．京都盆地とその近辺の震度ごとの地震の頻度  
震度   0   1   2   3   4   5   6  計  







示したのが図8－5である‖ 震度1以上の場合と震度2以上の場合では、江戸時  
代初期を境にそれぞれの増加率が変化している（，1600年頃より後では、近代  
の気象管所のデータの時代まで含めて、ほぼ一定の増加率を示しているので、き  
わめて質の高いデータがこの全期間を通して得られていることがわかる．，   
図8－6の上と中は、データベースの表1および表2による地震の時系列を震  





1   2   3   4   5   6  
推定震度  
図8－4 京都盆地とその近辺での有感地震の震度別累積頻度分布  
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600  800   1000   1200   1400   1600   1800  
600  800   1000   1200   1400   1600   1800  
N＝963  
累積数（震度3以上）  
600  800   1000   1200   1400   1600   1800  
図8－5 有感地震の累積数の増加  
上：震度1以上 中：震度2以上 下：震度3以上  











600  800   1000   1200   1400   1600   1800  
600  800  1000   1200   1400   1600   1800  
600  800   1000   1200   1400   1600   1800  
図8－6 京都盆地の有感地震の時系列 上：震度1以上 中：震度4以上  
および、下：図8－1の小さい長方形内の地震の時系列  
ー26－   
図9－1西南日本内帯の活断層と800年以降の地震分布  
大きな多角形：内帯全体 小さな多角形：近畿中北部  
ー27－   
Inner Zone of Southwest Japan 
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【year】  
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個  京都における有感地震の発生個数  
600  700  800  900  1000  1100  1200  1300  
年  
1300  1400  1500  1600  1700  1800  1900  2000  
年  
図9－310年ごとの有感地震回数の変化  
－29山   
??????????…??
図9－4 平安時代初期の活動期の有感地震数の変化  
横軸の0が887年の南海トラフの巨大地震の発生年  
［year】  
．80  －60   ・40   ・20  0  20  40  
図9－5 8回の南海トラフの巨大地震前後の有感地震回数の重ね合わせ  
それぞれの期間の全体数に対する比率で重ね合わせてある。  






を、後者は震源に近いことを意味している∩   






期の地震数の変化の特性を図9－2上および図9－2下に示す‖ このような活動  
期と静穏期の繰り返しは、データの質の良い過去500年ほどにわたってかなり  





この変化にも、前節で述べた活動期と静穏期が現れている．．   
図9－4はそのうち平安時代初期の活動期の様子を示す（，この図では、横軸の  
0が887年の南海トラフの巨大地震の発生年であり、－80はその80年前、  
つまり8（）8年である‖ したがって、この図には794年に平安京ができて間も  
なくからのデータが示されていることになる1，平安京ができてまもなく、この地  
域は活動期になり、有感地震が増えた‖それは887年の南海トラフの巨大地震  
の約1（）年後まで続いたということが図からわかるl，   
図9－5は、8回の南海トラフの巨大地震前後の有感地震回数を重ね合わせた  
結果である1、だたし、それぞれの期間で地震の検知能力に差があると思われるの  
で、全体数に対する比率に直して重ね合わせてある‖ この分布からも活動期の地  
震数の変化のパターンがよくわかる．，   
西日本のさらに広域の活動を見ると、近代の計測データから南海トラフの巨大  












976年 7月22日（貞元元年 6月18日）の地震   
1185年 8月13日（文治元年 7月 9日）の地震   
1596年 9月 5日（慶長元年閏7月13日）の地震   
1662年 6月16日（寛文2年 5月 1日）の地震   
1819年 8月 2日（文政2年 6月12日）の地震   
183（）年 8月19日（天保元年 7月 2日）の地震   
1854年 7月 9日（安改元年 6月15日）の地震   
ここでは例として、1596年9月5日（旧暦慶長元年閏7月13日）の地震  
の史料の内容を紹介する。   
第7章の被害地震の中で特に、1596年9月5日（慶長元年閏7月13日）  
の地震は、有馬一高槻構造線で発生した地震であると推定されるもので重要であ  
るり このことは1995年度の地質調査所のトレンチ掘削調査の結果確認された  
ものであるい 有馬一高槻構造線の活動履歴が明らかになると、兵庫県南部地震の  
発生の仕組みの理解が一段と進むと考えられる。   
ここでは、この地震による被害の分布を推定するために、あまり厳密ではない  





－32－   
（2）京都の家屋が倒れ死者数知れず、鳥部野の煙がとだえることがなかった．，  
東寺の食堂、中門、講堂、潅頂院、南大門、北八足門、東小門、鐘楼が倒れた‖   
（3）京都の大仏の本尊が大破し左手が崩れ落ちた‖ 諸大名の屋敷にも倒れた  
ものが多かった．， 大山も崩れ、大路も破裂した‖   
（4）天龍寺ことごとく倒れ、嵯峨二尊院、大覚寺門跡、御殿以下が倒れた‘，   
（5）東福寺の二（仁）王門が顛倒‖ 本堂は地震前に東へゆがんでいたのが、  
地震で元にもどったt，   
（6）上京は少し損じ、下京は四条がことのほか損じ、28（）余人の死者を出  
した．．   
（7）三十三間堂は少しゆがんだ（，   



















（24）泉涌寺、清水寺にはほとんど被害がなかったり   
これらの記述から被害の分布を見ると、有馬一高槻構造線の活動による地震と  
考えるのが自然であると言える．，また、寒川旭によると、1596年頃の噴砂の  
－33－   
跡は、京都市南部から兵庫県南部にわたって分布している．，   
京都市での史料に長期間余震の記事が見られることから、震源断層は京都市に  





表1（）一1 慶長地震と兵庫県南部地震の余震回数の変化の比較  
兵庫県南部地震の余震回数  慶長伏見地震の余震回数   
1596年  
9月   28回以上  
1（）月  30回  
11月  25回  
12月  25回  
翌年1月   11回  
2月  5回  
：う月  8回  
4月  3回  
5月  1回  
6月  3回  
7月  2回  
8月  2回  
9月  3回  
1（）月  1回  
1995年  
1月 230回  
2月  39回  
3月   18回  
4月  23回  
5月  20回  
6月  20回  
7月  5回  
8月  3回  
9月   16回  
10月  6回  
11月  5回  




－34－   
1185年′ 8月13日 （文治1年了月 9日）  
1183  1185  1187  1189  1191  
1183  1185  1187  1189  ＝91  
1183  1185  1187  1189   
図10－11185年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
1191   
一35－  
1596年 9月 5日 （慶長1年間7月13日）  
1594  1596  1598  1600  1602  
1594  1596  1598  1600  1602  
1594  1596  1598  1600  
図10－21596年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
1602   
－36－  
1662年 6月16日 （寛文 2年5月1日）  
1660  1662  1664  1666  1668  
1660  1662  1664  1666  1668  
1660  1662  1664  1666  
図10－31662年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
1668   
－37－  
1830年 8月19日 （天保1年 7月 2日）  
1830  1832  1834  1836  
1830  1832  1834  1836  
1828  1830  1832  1834  1836   
図10－41830年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
－38－  
1854年 7月 9日 （安政1年6月15日）伊賀上野地震  
1852  1854  1856  1858  1860  
1852  1854  1856  1858  1860  
1852  1854  1856  1858  
図10－5 1854年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
1860   
－39－  
1891年10月 28日 （明治24年）濃尾地震  
1889  1891  1893  1895  1897  
1889  1891  1893  1895  1897  
1889  1891  1893  1895  1897   
図10－61891年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
ー40－  
1909年 8月14日 （明治42年）姉川地震  
1907  1909  1911  1913  1915  
1907  1909  1911  1913  1915  
1907  1909  1911  1913   
図10－71909年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
1915   
－41－  
192了年 3月 7日 （昭和2年）北丹後地震  
1925  1927  1929  1931  1933  
1925  1927  1929  1931  1933  
1925  1927  1929  1933   1931  
図10－8 1927年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
－42【  
1943年 9月10日 （昭和18年）鳥取地震  
1941  1943  1945  1947  1949  
1941  1943  1945  1947  1949  
1941  1943  1945  1949   1947  
図10－91943年の地震の約3前から10年間の地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
－43－  
1995年1月1了日 （平成7年）兵庫県南部地震  
1993  1995  1997  1999  2001  
1995  1997  1999  2001  
1993  1995  1999  2001   1997   
図10－10 1995年の地震の約3前からの地震時系列  
上：震度別時系列 中：月別回数 下：累積数  
－44－  







推定する1つの根拠になる可能性がある‖   
震源の規模の大きさと震源の断層帯から観測点までの距離によって、有感余震  
の回数が時間とともに減少する様子が異なるt、一般的に、規模の大きな地震ほど、  









11．最近の計測データによる地震分布   
図11－▼1は、震央分布図を描いた地域の活断層の分布であり、図11－2は、  




目立っ‥ 小地震が集中して発生する領域は、大規模地震の余震域か、大規模地震  
の長期の前駆的活動か、活火山域などにあるもともと／ト破壊を多数起こす群発地  
震発生域のどれかであると考えられる．，   
それぞれの活断層帯の活動履歴を調査した結果にもとづいて、現在の地震活動  
の示す意味を解読していくことが、断層活動の長期予測のために重要である（，   
京都盆地とその周辺では、西方の六甲一淡路断層帯に集中している地震活動は、  
¶45－   
1885 1／18：8 －－ 1 85 1／12ヰ：8  
34  135  
図11－2 気象庁のデータによる浅い地震（深さ0－30km）の震央分布  
1961年1月－1995年9月  




断層などを含めて活動履歴の不明な活断層の存在に注目する必要がある‖   
京都盆地の西の有馬一高槻構造線活断層帯は、丹波山地の集中的地震活動の南  
限となっている．、丹波山地の中には他にも多くの活断層があり、それらの活動が  
あると京都市にも震度5の揺れがある‖ とくに三峠断層帯、京都西山断層帯の活  
動履歴の調査が必要である（，   
南の生駒断層帯や奈良盆地東縁断層帯にも、少ないが小地震か分布している‖  
さらに南には中央構造の一部とその右ずれに連動して動く可能性のある金剛山地  
の逆断層帯があり、これらに地震の集中的活動が見られる（，   
また黄欒断層系など山科盆地の活動履歴はまったくわかっていない．、山科盆地  
の活断層帯は多くの断層から構成されていて複雑であり、今後の詳しい調査が必  
要である‖ さらに南東の木津川断層帯には、1854年7月のM7クラスの地震  
が発生したと考えられるので、少ないが小地震が集中しているのは、まだ余震が  
続いていることを示している．，   
大阪市直下には上町断層帯の存在が知られている‖ その地域を含めて大阪湾東  
縁にまで／ト地震がときどき発生しており、とくに岸和田沖の集中的な活動はM3  




較的活発であることが図1．1－2からわかるl、   
近代のデータはマグニチュード5以上の地震を110年にわたって記録してい  
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1885 61／81〔）8：8〔） －－  1943 89／89 24：臼8  
0   
?? ?????」????????????
図11－3 大地震前の中小規模の地震の分有，黒丸が活断層をずらせるような  
本震（マグニチュード7以上）の震央を示すり  
ー48－   
歴史資料からの地震活動の変化にも、このような長期の前兆的活動が認められ、  
内陸活断層の活動履歴の調査とともに地震活動の情報が重要であることがわかるtI  





























－49－   
もこれらの活断層の活動履歴の調査を進めることが重要である．，   
以上の要約から京都市とその周辺地域の地震の特徴を概観できるが、地震史料  
を今後の震災軽減対策に活かすためには、さらに被害の内容を細かく分析して地  





































－51－   
（付録）  
「京都と周辺地域の有感地震データベース」目次  








表5．「京都および周辺地域の有感地震の表」史料原典一覧   
以下に、このデータベースの、凡例、【別表】、表1、2、3それぞれの最初  
のページ、および表4と表5の一部を、参考のために掲載しておく．，  
－52－   
京都と周辺地域の有感地震データベース【凡例】  





名のあとに「？」を付したし，   
3．1884年以降の地震を大阪管区気象台のファイルおよび各気象台の最近  
の報告から選び、それにない地震を新収日本地震史料から補充して1881年以  














算した．，   
「夜」という表現はあいまいな場合がある‖ 十二支の時刻を併記した史料から  
見ると、「今夜」はその日の早朝0時から6時のこともあり、18時以後を示す  
こともある．．夜はここでは一応22時とする‖「昨夜」あるいは「去夜」は前日  
ー53－   
18暗から今朝6時であり、これらは一応（午前）02時としたt，「昼」は10  




タとし、最初の行の備考欄に内容を記入してあるr，   
短時間に連続して地震があった場合、例えば「丑の刻に3回」の場合には時刻  
欄に、02時、02時10分、02時20分、などとして同じ時刻にならないように記入し  
てある．．   
例えば「連日地震」というような記事があるときには、最初の地震の備考欄に  
その内容を示し、次いで翌日および翌々日に他の記錬がない場合には、それぞれ  
1回のデータを置き、時刻を「31，32」などとした＝   
2回以上の地震が同じ日に起こったとき、大きな震度のもののみ、あるいは時  
刻の明かなもののみを別のデータとした場合もある‖   
7．一つの史料に余震として一括してある場合でも、判明する限りそれぞれの  
地震を登録した（、ただし、大地震の大量の余震が長期間続く場合には適宜省略し  









（新収史料）と記入してあるtl   
M6以上の地震の震源の判明している場合は、その緯度、経度、深さ、Mのデー  
タを、石川有三ほかによるSEIS－PCのデータ（1925年以前は宇津徳治  
－54－   
の表、1926年以後は気象庁の表）から入力してある，・，   
表2では、上記4か所の地名の後に半角1字の空自をおいて震度の数字が半角  
で入れてある．，上記4か所を震度の大きな順に記し、同じ震度の中では京都を最  
初にし、その他は順不同である‖ その他の地域の震度が参考として地名の直前に  
入れてあるが、報告を全部含むものではない‖ 各地の震度の後に震源地や余震な  
どの情報が記入してある‖  
1（）．表1と表2の地震の中からとくに目立つ地震を選んで簡単な記事をつけて  
表3に掲載したり これには、理科年表、宇津と宇佐美の本にある地震で表1と表  
2にあるものは全部含んでいるい 表3にある地震は、表1と表2の地域名の直前  
に「＊」印を付した．，  
11．地震の時刻など以外に、とくに被害に関するある程度詳しい記録が見られ  




























【データ形式】   
2－ 5 地震の発生年（西暦）   
8－ 9 月（西暦）  
12－13  日（西暦）  
15－18 時分   
20－：i7  日本歴元号年月日   
4（トノ柑 史料による時刻   
∠19  京都市の震度（1－6）   
醐  ＊（表3に掲載した地震）   
51   ［（被害の出た地域）   




した年月日を採用したハ ただし、1582（天正10）年以前を含めてグレゴリ  
オ暦法を採用したr，西暦では1582年10月4日までユリウス暦を用い、ロシ  
アを除いて、その翌日は1582年10月15日となった‖ したがっ七、西洋や  
－56一   
中国・朝鮮での出来事と比べるときには注意を要する‖   
武者金吾の史料は「三正綜覧」によっているが、「三正綜覧」は内田正男によ  
ると800か所以上の誤があるというり したがって、本データベースの西暦は武  








綜覧」はこの説によっている．，   
一方、この時代の正史である「日本書紀」は弘文天皇を認めておらず、天智天  
皇は671年12月3日に没し、天武天皇は673年2月1日に即位したが、即  
位前の672年を天武元年とする、という立場をとっている．、   
武者は前者の立場によっており、史料には「日本書紀」の天武年代の記載から  
1年を引いて載せた．、「理科年表」や宇佐美の史料などには後者の立場で天武年  
l 代の年が掲載されている‖   
本データベースでは、後者の立場をとった‖「日本書紀」に従い、天武元年を  
672年、天武14年を685年としたり 武者の史料に出てくる弘文元年も67  
2年としたt、したがって、天武年間の年号は「理科年表」などと一致し、武者の  




て西暦に換算し直した．，   
武者の史料と新収日本地震史料と本データベースの西暦にちがいのあるものを  




－57－   
【別表】このデータベースの地震を選び出した資料  
文部省震災予防評議会編、増訂大日本地震史料、第一巻、1941   
敢徳御宇～1695年（元禄6年未） 645p．  
文部省震災予防評議会編、増訂大日本地震史料、第二巻、1941  
1694（元禄7）年～1784年（天明3年未） 754p．  
文部省震災予防評議会編、増訂大日本地震史料、第三巻、1941  
17糾（天明4）年～1848年（弘化4年未） 944p．  
武者金吾著、日本地震史料、毎日新聞社、1951  
1848（嘉永1）年～1867（慶応3）年 pp．卜757   
日本及び隣接地域地震噴火地変年表B．C．520－1867 350p．   
本邦大地震震央分布図解説12p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第1巻、1981   
416年8月23日～1595年193p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第2巻、1982  
1596年4月 3日～1704年2月 2日 575p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第2巻別巻、1982   
元禄地震史料 290p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第3巻、1983  
1704年2月 6日～1789年 961p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第3巻別巻、1983   
宝永地震史料 59（）p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第4巻、1984  
1789年1月26日～1843年 870p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第4巻別巻、1984   
島原大変史料 pp．1－329．越後三条地震史料 pp．330－582．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻、1985   
184／1年2月21日～1872年 599p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻1、1985  
／ト田原地震史料 pp．1－217．浜田地震史料 pp．218－403．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻2－1、1985   
安政江戸地震史料 pp．ト1253．  
ー58－   
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻2－2、1985   
安政江戸地震史料の続き pp．1254－1931．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻3、1986  
伊賀上野地震史料 白93p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻4、1986   
飛越地方の地震（1858年4月 9日）史料 667p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻5－1、1987   
安政東南海地震史料 pp．ト1438．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻5－2、1987   
安政東南海地震史料の続き pp．1439－2528．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻6－1、1988   
善光寺地震史料 pp．ト818．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、第5巻別巻6－2、1988   
善光寺地震史料の続き pp．819－18こミ4．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、補遺、1989   
628年4月13日～1797年1222p．  
187：う（明治6）年以後の地震の表を含む（p．1155－）  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、補遺別巻、1989   
元禄地震、宝永地震、島原大変、京都（1830年8月19日）地震（pp．267－322）   
善光寺地震、安政東南海地震、安政江戸地震 各史料 992p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、続補遺、1993   
734年5月18日～1926年1054p．  
東京大学地震研究所編集、新収日本地震史料、続補遺別巻、1994   
元禄地震、宝永地震、越後三条地震、文政京都地震、善光寺地震、   
伊賀上野地震、安政東南海地震、安政江戸地震、飛越地震 各史料1228p・  
大阪管区気象台、近畿・中国・四国の有感地震、1990   
18糾年～1989年 有感地震全部をフロッピーに収録してあるり 211p．  
各気象台編、地震観測報告原簿、1990～1996年   
1990年以後の震度観測のデータ  
国立天文台編、理科年表、日本付近のおもな被害地震年代表、1993   
416年～1987年の被害地震（428件） pp．822－853．  
宇佐美龍夫著、新編日本被害地震総覧、1978  
－59－   
416年～1984年の被害地廣 435p．  
宇佐美龍夫著、新編日本被害地震総覧、増補改訂版416－1995、1996   
416年～1995年の被害地震 493p．  
宇津徳治総編集、地震の事典、付録Ⅲ．日本の主な地震の表、1987  
・116年～19錮年の主な地震 pp．467－552．  
萩原尊稽編著、古地震一歴史資料と活断層からさぐる、1982   
大宝元年、貞観川年、元慶4年、慶長伏見、慶長19年、寛文2年、安改元年   
の地震の考察 312p．  
萩原尊稽編著、続古地震一実像と虚像、1989   
古代から近世まで30個の地震の再検討  















夫）の許可を得ること．．   
2．上記により複写したファイルを京都市または監修者に無断で、第3者に貸  




以上   
－61－  
表1．京都および周辺地域の有感地震の表 （データベース最初のペーージ）  
震度地域，震度，備考  
時刻 （京）［］内は被害のあった地域，＊印は表3．にも掲載  
西暦  日本暦  
年 月 日 時分年号 年  月 日  
?????????????????????? ???????????????????????????????








?????? ? ????????? ? ?? ? ? ??? ? ?? ? ???????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?????????????????
＊［大和5］最古の被害地震記録   







大和2   
大和2  
3 大和こう・京師3 大震   
大和：う 大地動   










































＊［丹波5］「続日本紀」 冠島伝説  
5＊［諸国5・大和4］大地震   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大和2   
大阪2   
大和2   
大和2  
6＊［畿内七道諸国6］   
大和3 大震   















2 山城  
－62－  
表2．1881年以降の京都、大阪、彦根および奈良の有感地震の表（データべ－一ス最初のページ）  
西暦  日本暦 震源  震度観測点，震度，備考  
年 月 日 時分年号 年緯度経度深さ M（京）［］内は被害のあった地域，＊印は表3．にも掲載  
1881 2 2110 明治14  2 京都2（新収史料）  
1882 6 271：i 明治15  2 京都2（新収史料）  
188210 2135∠1明治15  大阪1  
1883112610 明治16  2 京都2（新収史料）  
188∠1 2 21154ニi明治17  大阪1  
1884 6 2511（）明治17  大阪1  
18841118  明治17  大阪1  
1885 2 62ニう 明治18  1京都1大阪1山城・丹波  
1885 ニう 31202日明治18  大阪1  
1885 5 25 6：i（）明治18  大阪1  
1885 8 20 340明治18  1京都1大阪1丹波  
1885 8 291 明治18  京都1紀伊の南海  
1885 9 26114‘1明治18  大阪1  
1886 1281∠145明治19  大阪1  
1886 31こi52：i明治19  大阪1  
1886 5 1850明治19  大阪1  
1886 8102130明治19  1京都1豊後海峡  
1887 2 21：i48明治 20  大阪1  
1887 2101：i21明治 20  大阪1  
1887 2 261こう50明治 20  大阪1  
1887 4 29110明治 2032．01：i2．0 607．11京都1日向灘  
1887 4 292252明治 20  大阪1  
1887 616 2：i5明治 20  大阪1  
1887 6 20  明治 20  ：う 京都3 丹波  
1887 9 41：i（）明治 20  大阪1  
1888 41022（）明治 21  2 京都2（新収史料）  
1888 411：i 明治 21  3 京都：i大阪1丹後  
1888 5 2こう215明治 21  大阪1  
1888 612 315明治 21  大阪1  
1888 7 71725明治 21  大阪1M有り  
1888 8 29 631明治 21  大阪1  
188810 21   明治 21  大阪1時分無し  
1889 411656明治 22  大阪1  
1889 415232（）明治 22  大阪1  
1889 5121042明治 22  4 京都4 大阪1山城・丹波  
1889 5 241045明治 22  大阪1  
1889 9 2 827明治 22  大阪1  
1890 319：i15明治 23  3 京都3 大阪1丹波・丹後  
189110 28 638明治 24：∋5．61こi6．6108．0 5＊［京都5］大阪4 濃尾地震 岐阜県南西部  
189110 28 77明治 2′4  1京都1濃尾地震余震  
189110 28 712明治 24  ：う 京都こう 濃尾地震余震  
189110 28 71こミ明治 24  1京都1濃尾地震余震  
189110 28 722明治 24  1京都1濃尾地震余震  
189110 28 72：i明治 24  1京都1濃尾地震余震  
189110 28 725明治 24  ：i京都3 濃尾地震余震  





の震度観測で、上記の地域で震度 5以上のものを補った（，   
資料の不足からよくわかっていない地震も、上記の地域に関係があると考えら  
れるものは、今後の新たな史料の発見を期待して掲載した（，   
西暦年月日の前に■印のついた地震は南海トラフのプレート境界型の巨大地震  
と考えられる地震である。  
◆ 416年 8月 2：i日 （允恭 5年 7月14日）   
遠飛鳥宮付近（大和），   
「日本書紀」に「地震」とあるのみ。被害の記述はないが、わが国の歴史に現  
れた最初の地震く、  
（理科年表）   
奈良県北部か大阪府南鹿部か，   
「地震『日本書紀』」く，被害の有無は不明く，日本で歴史に記録された最初の地  
震。（允恭天皇の皇居は遠飛鳥宮 〈奈良県明日香村か〉。陵は大阪府南河内  
郡。）  
（地震の事典）  
◆ 599年 5月 28日 （推古 7年 4月27日）   
M7   
大和，   
倒潰家屋を生じたく，「日本書紀」にあり、地震による被害の記述としてはわが  
国最古のもの‖  
（理科年表）   
奈良県，   
倒壊家屋を生じたく，「‥地動、舎屋悉破、則令周方、倖祭地震神『日本書  
紀』」。日本で歴史に記録された最初の被害地震。（推古天皇の皇居は豊浦宮と  
小墾田宮 〈共に奈良県明日香村〉（，）  
（地震の事典）  
■ 684年11月 29日 （天武13年10月14日）   
M8∴‡， 津波：10～ 20m程度   
土佐その他南海・束海・西海地方，  
一64－   
表4．史料によって異なる年月日の比較表（部分）（西暦416－1706年）  
京都有感地震データベース  増訂大日本地震史料  新収日本地震史料  
西暦  日本歴  西暦  日本歴  西暦  日本歴   
年月 日  年 月 日  年月 日  年 月 日  年月 日  年 月 日  
642118 皇極  
664：う  天智  
67512   天武  
677 722 天武  
6791122 大武  
6791224 天武  
6801024 天武  
681417 大武  
681718 大武  
68112 6 天武  
6811220 天武  
682：i6 天武  
682 422 天武  
682 828 天武  
682 922 天武  
682 927 天武  
6841129 天武  
686112 天武  
778 626 宝亀  
778 630 宝亀  
7816 4 天応  
78161：主 天応  
783 3 4 延暦  
794 223 延暦  
794 718 延暦  
79410：i延暦  
79410 4 延暦  
826 218 天長  
826 227 天長  
826：う 8 天長  
1 10 8  64111 8  
こi 春  644  
4 11  
6  61‘壬  
8 10 11 
8 1114 
9  9 2ニi  
lO  ：主 21  
10  6 24  
10 10 18 
10 11 2  
11 1 19 
11 ：i 7  
11  717  
11 8、12  
11  817  
1：う 1014  
1‘1 121（）  
9  5 22  778 6 25   
9  5 26  778 6 29  
1  5 4  781 6 5  
1  51：う  781 614   
2  123  78こぅ 2 1  
1：う 115  793 2 2：i  
l：i  61：i 793 718  
1：う   9 1 79：ilO 3  
1：i 9 2  79：う10 4   
3 1 tC, 82Ci 1 18 
3 11∠1 826 127  
：i  12：弓  826 2 5   
7  112  8：iO 2 ：i  




















778 6 25  
778 6 29  
781 6 5  
781 6 14 
783 2 1  
793 2 2：i  
793 7 18 
793 10 3 
793 10 4 
826 1 18 
826 1 27 




830 2 12 
861 8 7  
868 617  
88312 6  
観10  519 868 618  868 6 18 
88311 6  
898 61こi  
8981019  
9：i9 318  
965 10 22 
96510 2：i  
965 10 21 
974 213  
7 10 29  88311 6  
2   5 26  886 7 ニi  
1  5 7  898 61：i  
2   9 7  
2  1 2  9：i8 2 8  
2   2 21  
2  9 21 96510 22  
886 7 5 仁和  




9651023 康保  
9651024 康保 2  922 965102：う 
9651025 康保 2  92：う 9651024  
974 218 天延 2 119  
ー65－  
976 82ニi貞元 1・720 976 824 976 824  
976 824 貞元 1 721 976 825  
976 826 貞元 1 72：∋ 976 827  976 827  
987 519 永延 1 414  987 525  
10181111寛仁 2  9251018114  1018114  
1024 5 3 万寿 1 こぅ171024 5 2  1024 5 2  
1024 5 4 万寿 l ：i181024 5：i  
lO27 417 万寿 jl ニi21027 418  
1036 9  長元 9   827前  1036 925・長元 9 827  
10381  長暦 112   0：i7  1037  
1041825 長久 2  7201041720  
1076 222 承保 3 191076122  1076 22  
1089 314 寛治 3 1241089 315  1089 3 5  
1092 428 寛治 6 ：il：主1092 429  1092 429  
10931214 寛治 7 1117109312 4  
109：i1217 寛治 7 1120109ニi1227  
1094 725 嘉保 1 6 51094 724  1094 724  
1094 920 嘉保 1 8 21094 921  1094 921 
1100 410 康和 2  2221100 4 9  
11031  康和 ‘i12   1102  
110812 4 天仁 1102ニillO812 5  1 0812 5  
11121128 天永 ：illl  ll121124  
11171116 永久 5 1（）14  1117119  
114：う 3 9 康治 2  214114：う 3 8  114：i3 8  
11531212 仁平 ：主 1118115412：il  
l154 218 仁平 ：i閏12271154 2 8  1154 2 8  
1164：i27 長寛 2  2261164 317  1164 317  
1175 2 8 安元 1 191175 2：i  l175 2：i  
l179 818 治承 3  7 71179 828  1179 82  
1182 430 寿永 1 ：う191182 428  1182 428  
1200 5 5 正治 2 ：う141200 6 4  
120：ト119 建仁 ：∋  927  1203112  
12151224 建保 ：5 1125  12151124  
1219 31承久 1 2 61219 229  1219 2 9  
1230 3 6 寛喜 2閏11ニi12：iO 3 5  1230 3 5  
1244 9 6 寛元 2  7261244 9 7  1244 9  
1245 61（）寛元 ′：i 5 81245 6 9  1245 6 9  
1245 621寛元 ：∋  5191245 611  1245 620  
1245 62：う 寛元 3  5211245 613  1245 622  
1245 627 寛元 ：ミ  5251245 617  1245 626  
1245 629 寛元 ：i 5271245 628  1245 62  
1245 6：iO 寛元 ：う  5281245 629  
1288 515 正応 1 4 71281515  
1289 314 正応 2  2141289 320  1289 320  
1299 61正安 1 ノ1251299 6 4  1299 6 4  
1305 4 8 嘉元 ：i 3 61305 41  
132：i12 6 元亨 3・1029132312 2  132312 2  
13251213 正中 2 102913251212  
1326131正中 2・12191こi2612：i  132612：う  
1340 430 興国 1 ：i251：う40 51  1340 51  
－66－   
1344 2 4 興国 5 1121344 2 5  1344 2 5  
1344 10 22 
1こi4412 21  
1348 126  
???????????????? ?
5  9 91：う441022  
国 5 11713441221  
平 2 12181：う48126  
平 4  7191ニi49 5 9  
平11 9151：i56 917  
徳 2 ：う2：∋1：う71418  
1344 10 23 
1344 12 20 
1348 1 27 
1349 9 10 
13561017  
1371 4 17 
14011211  
140：主1212  
1406 12 20 
1414 2 12 
141′110 21  
1415 2 6  
1421 2 5  
14211117  
1426‘1 9  
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文献名  初出地震（本震）  



















































748 12  
796  9  
799 12  
827  8  
原氏信濃国六郡大地震満水之図序文  827  8 11  
大F＿1本府県系志  8こi212 21  
続F．】本後紀  8：う：i 7 21  
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大分県災害誌  1586  
年々雑記  1586  
富山分国記  1586  
越ロー1旧事記  158Ci 
北藩秘鑑  1586  
加賀藩民事志  1586  
本行寺寛文七年由緒書 1586  
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